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静岡地学第 96号(2007 ) 

西部地域にみられるミニポットホール(甑穴)

北 村 孔 志

1 .はじめに

ポットホール (Pothole)とは，急流の河床の岩石面に生じた鍋状の穴で， くぼみに入った擦が回転

することにより硬い岩盤の問じところが侵食されてできるものである.直径数cmの小さなものから

数mを越える大きなものまで様々である.浜松市内の新)11におけるミニポットホールについて北村

(2006) の報告があるが，新たに袋井市宇刈)11，浜松市東神田)11，掛川市逆)11で見られたので報告す

る.

袋井市大日の宇刈)11の地層には穿孔貝 (boringshell)の巣穴跡の丸い穴も見られるが，巣穴跡と

は明らかに異なる.浜松布の東神田)11は，新川と同様に佐浜泥部層上に生じたものである.掛川市長

谷の逆)11は， の貝殻密集)習中に生じたものである.尚，掛川市本郷東の採土場の露頭には，

降水により短時間でポットホ…ルもどきが生じていた.ポットホ}ル生成メカニズムの解明にもなる

と思われるので，これについても報告する.

2絢ポットホールの場所と地質

(1 )袋井市大自の宇刈)":静関の自然をたずねて編集委員会編著 (2005) によると，新第三紀鮮新

世掛)11層群の大日累層の模式地となっている袋井市大白で，宇刈)11とその支流に見られる.図 1に見

られるポットホールは，転石中に見つけたものである.直径4.5cm，深さは6cmであった.国結し

ていたが自然乾燥の最中にひび割れを生じ，その後バラバラになってしまった.函 2は宇刈)11支流に

国工転石中に見られた臨穴.直径は4.5cmで深さは 図2.直径は6cmX5 cmである組閣りに穿孔畏の巣

6 cmである.底は摩滅により締麗に磨かれてい 穴も見られるが，穿孔貝の巣穴と明らかに巽な

たが型乾嬢中にひび割れてしまった.2006年4 る‘謹は磨かれている.2006年6月17B撮影a

月23日撮影，
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見られる.穿孔貝の穴と似ているが，盛が磨かれており穿孔貝の穴よりもはるかに大きい.中の礁は

流失しており見られない.図 3は宇メU)!Iの頁岩中に見られる e 段差があるためか円形ではなく楕円形

をしている.この穴の中に更にダブルで小穴がある.これも壁は締麗に磨かれている.中の擦は見ら

れない@

(2)浜松前路箆西山町の東神田JH.東神田川のポットホールは，河床に佐浜泥部層が露出している

場所である(図 4).佐浜泥部層は第四紀更新世の“ミンデルーリス開氷期"に生じた地層で，上部

に堆積した三方原磯層との境目を流れている@ポットホール付近は， 1980年代から河川工事が行われ

ているためその後に生じたものである.新川(浜松市)と同様に比較的短時間に形成されたと思われ

る.

国3閥穴は 13cmX8 cmの構内影をしているが望

にもニつづ1さなで穴がある鍋右上に見える a 穴

は5cmX4.5 cmである舗 これも伊jタ十なく

に磨かれている鴎宇刈JII河床中に見られる値

2006年5月17日

(3)掛川市長谷の逆JfI :逆)11河床に見られる

ポットホール(図 5)は，掛)11層群土方累層の

貝殻密集麿(松岡ほか， 2007) にあり，

の弱い部分が，洪水により削られものである.

2006年12月にはポットホールの中に3つの磯が

見られた.この貝殻密集層中の二枚貝はラほと

んどのものが離殻となっている.

(ヰ)掛川市本郷東の採こと場の露頭;厳密には

ポットホールではないが，生成過程が掛)11層群

の大日砂層(石田ほか， 1980;北村ほか， 2006) 

で見られた.この場所は，)11底ではなく採土場

の露顕である@採土場に降った雨がこの狭い場

所を通って流れ下るため，数年で形成された

図4 浜松市西山町の東神田JIIに見られるポットホー

Jレm 佐浜泥部躍上に生じている a 躍箆は約七3

m. 2007年4月14日掻影a

関5闘掛111市長谷に見られるポットホール阪掛J11層群
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の良殻密集躍の河床に生じている繍磯

が3つ残っていた闘穴の大きさは 16cm X 15 

cm周 2006年12月2自
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(図 6a， b). この大日砂層は十分に国結してい

ないため，やがては消滅するものと思われる.

3怠成立条件の考察

長野県飯田市の天竜峡にあるポットホール

(図 7)は，日測ではドラム缶より大きい.

を削って生じたため気の遠くなる年月を要し

たと考えられる.しかし，今回報したポットホ

ールは比較的短時間に生じている.その違いは

基盤の国さにあることは明白である.ホ。ツトホ

ールを形成する河床の基盤は柔らかければすぐ

消滅してしまうので，幾度かの洪水に耐える

度の硬さが必要である.ポットホールの形成に

は，河床の傾斜も大きく影響している.樫い一

枚岩のような地層なら問題ないが，薄いいくつ

かの地層が重なっている場合は，河床を流れる

流水の進行方向に対して(整合面の)相理がマ

イナスに傾いていると形成され難い.掛Jl

谷の逆JlI~ま，ほほ北西-南東の走行で南西に

15
0

傾斜している(松関ほか，2007). 図8がこ

れに該当する.下流側に半円状のホールを生じ

ているだけである.滝は別として，河床の傾斜

が急すぎてもポットホールは形成されない.

国7.長野県飯田市天竜挟のポットホーJv.天竜111
右岸の構のたもとに案内板とともにある罷ポ

ットホールは付近の左岸にもある. 2007年8
月17日譲影繍

国&掛111市本郷の採土場の露頭中に形成途中のポッ

トホールもどき繍降水の度に穴は深くなってい

た. (a) 2006年12丹2思議影. (b) 2007年8月

25日

密8. 図5の場所であるが， 111底の整合語がマイナス

に傾いているためヲ下流側にしかホールが生じ

ていない怠掛川市長谷の逆1/1. 2006年 9~ 22 
自撮影間
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ヰ創観察に離しての注意

(1 )袋井市大自の宇刈J11 : な磯膚の断崖沿いにあるため，不用意に近づくと溶石の心配がある.

また，崖からの朽木や倒れた竹が散乱しているので注意が必要である.この地域では，ホタルの保護

活動をしているので誤解を招かないよう配慮も必要である.

(2)浜松市西区西山町の東神田Jrr :この場所は，両側に住宅が密集しているため]11岸からの観察は

不可能で、ある.河床には堪付近から蜂りるしか方法がないので，転落に気をつけることと河床で滑ら

ないよう注意が必要で、ある.

(3)掛川市長谷の逆J11 :葛や葦が蔓延っている急斜面を降りていかなければならない.葛の蔓に足

をとられる危険性があるので，細心の注意が必要で、ある.ポットホールのある河床は水中にあるため

j骨り易く，急、な深みもあるのでこれまた注意が必要で、ある.雨後は増水するため特に注意を必要とす

る.

(ヰ)掛JII市本郷東の採土場の露頭:採土場の雨水を沈殿油に導く通路上にある.東側の採土場の露

頭は，ほ となっているので，不用意に近づくと表土の崩壊に遭遇する可能性がある.砂を

搬出するためのダンプカーが出入りしていることがある.現場の方々とトラブルを起こさない配慮が

必要で、ある.

5.期待される学習効果

浜松市の東神田川以外の地点では，貝化石の採取が可能である.取り出した貝の名前を調べたり，

堆積環境や生息、環境を調べるなどの発展学習に結びつけることが可能である.袋井市大白の宇刈JIIで

は，穿孔貝の開けた穴が見られる.地盤が隆起した証が確認できる.侵食や運搬作用の実感もできる.

有効な活用を願うものである.

i 地域の再発見と還元にむけて

見慣れた身近な地域にも，視点を変えると新しい発見をすることができる. rおやつ!Jと思ったこ

とは例え些細なことであってもメそしておけば，後で何らかの約に立つことがある.次世代を担う子

供たちの体験不足が叫ばれている昨今，教科書だけの知識ではなく実物に触れることは感動を呼び込

むと問時に知識の吸収力を向上させる.地元の身近な自然教材の活用は，地域の再発見にも繋がる.

また，このような体験を経た知識の還元は地域の子供達を育む役目を果たすこともできる.一歩足を

踏み出してみると穿近な自然の中に結構面白いもがたくさんある.活用しない方法はない.
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